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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞ 
グローバルバランス ２０型 

 

愛称：＜ＤＣ＞未来地図 ２０型 

 
 

第18期（決算日：2019年７月22日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバ

ルバランス ２０型」は、去る７月22日に第18期の決

算を行いました。ここに謹んで運用状況をご報告申

し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 無期限（2002年１月31日設定） 

運 用 方 針 

国内株式13％、国内債券69％、外国株式７％、外国
債券８％、および短期資産３％を中長期的な基本ア
セットアロケーションとし、短期的な経済シナリオ
に基づいて、短期資産を除く各資産につき±10％程
度の範囲内で実践的なアセットアロケーションを
行うことにより、信託財産の着実な成長と安定した
収益の確保をめざします。ただし、各資産の実質組
入比率の下限は０％とします。 
中長期的な経済シナリオが大きく変化したと判断
した場合は、基本アセットアロケーションを見直す
ことがあります。 
アセットアロケーションの決定にあたっては、ＭＵ
投資顧問株式会社の投資助言を受けます。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

日本株式マザーファンド受益証券、日
本債券マザーファンド受益証券、外国
株式マザーファンド受益証券および外
国債券マザーファンド受益証券を主
要投資対象とします。このほか、当
ファンドで直接投資することがあり
ます。 

日 本 株 式 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とします。 

外 国 株 式 
マザーファンド 

外国の株式を主要投資対象とします。 

日 本 債 券 
マザーファンド 

わが国の公社債を主要投資対象とし
ます。 

外 国 債 券 
マザーファンド 

わが国を除く世界主要国の公社債を
主要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合は、信託財産の
純資産総額の30％以下とします。 
外貨建資産への実質投資割合に制限
を設けません。 

日 本 株 式 
マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

外 国 株 式 
マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合に制限を設
けません。 

日 本 債 券 
マザーファンド 

外貨建資産への投資は行いません。 

外 国 債 券 
マザーファンド 

外貨建資産への投資割合に制限を設
けません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を
含みます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額
は、基準価額水準、市況動向等を勘案して委託会社
が決定します。ただし、分配対象収益が少額の場合
には分配を行わないことがあります。 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の成長を
優先し、原則として分配を抑制する方針としま
す。（基準価額水準や市況動向等により変更する
場合があります。） 
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

14期(2015年７月22日) 13,674 0 7.4 17.8 － 78.2 － 335 

15期(2016年７月22日) 13,766 0 0.7 19.3 － 76.5 － 380 

16期(2017年７月24日) 14,052 0 2.1 17.6 － 77.6 － 374 

17期(2018年７月23日) 14,295 0 1.7 16.7 － 78.2 － 386 

18期(2019年７月22日) 14,266 0 △0.2 19.5 － 73.7 － 364 
 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載

しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2018年７月23日 14,295 － 16.7 － 78.2 － 

７月末 14,320 0.2 16.4 － 78.3 － 

８月末 14,244 △0.4 16.5 － 78.4 － 

９月末 14,318 0.2 16.8 － 77.7 － 

10月末 14,012 △2.0 18.6 － 75.5 － 

11月末 14,073 △1.6 18.5 － 75.8 － 

12月末 13,823 △3.3 18.2 － 76.4 － 

2019年１月末 13,958 △2.4 18.5 － 75.9 － 

２月末 14,101 △1.4 18.4 － 75.4 － 

３月末 14,222 △0.5 18.5 － 75.8 － 

４月末 14,258 △0.3 18.6 － 76.3 － 

５月末 14,100 △1.4 19.1 － 75.2 － 

６月末 14,251 △0.3 19.4 － 73.9 － 

(期  末)       

2019年７月22日 14,266 △0.2 19.5 － 73.7 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載

しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

運用経過
第18期：2018年７月24日～2019年７月22日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛基準価額：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 18 期 首 14,295円
第 18 期 末 14,266円
既払分配金 0円
騰 落 率 －0.2％

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ0.2％の下落となりました。
基準価額の動き

景気先行き懸念の高まりや円高の進行などを背景に国内株式市況
が下落したことが、基準価額の下落要因となりました。

下落要因

基準価額の変動要因の内訳は以下の通りです。
内訳
日本株式マザーファンド △1.5％程度
外国株式マザーファンド 0.2％程度
日本債券マザーファンド 2.3％程度
外国債券マザーファンド 0.1％程度
（うち、資産配分要因 △0.2％程度）
その他（信託報酬等） △1.3％程度

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

第18期：2018年７月24日～2019年７月22日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は下落しました。
期首から2018年12月下旬にかけては、
米国の長短金利差が縮小し景気減速懸念
が強まったことや米中関係の悪化が懸念
されたことなどから、国内株式市況は下
落しました。
2019年１月上旬から期末にかけては、パ
ウエル米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）
議長が金融引き締めを急がない姿勢を示
し、利上げ観測が後退したことや米中間
の通商交渉が進展するとの期待が高まっ
たことなどから、国内企業の業績改善が
期待され国内株式市況は上昇しました。

  外国株式市況
外国株式市況は上昇しました。
外国株式市況は、期首から2018年９月ま
では、底堅い米国景気などを背景に上昇
基調で推移しました。10月から12月にか
けては米中貿易摩擦などによりグローバ
ル経済の先行き不透明感が強まったこと
などから下落しました。その後は、米国
の利上げ観測が後退し、利下げ観測が高
まったことなどから上昇しました。期を
通じてみると上昇しました。

  国内債券市況
国内金利は低下しました。
日銀が2018年７月末の決定会合において
長期金利の変動幅拡大を許容したことを
受けて、国内金利は10月上旬にかけて超
長期ゾーン中心に上昇しました。その後、
世界的な株価下落や景気減速懸念の高ま
りなどから期末にかけて国内金利は低下
基調となりました。

  外国債券市況
欧米長期金利は低下しました。
欧米長期金利は低下しました。2018年
10月にかけては、米国の利上げペースが
加速するとの観測から、欧米長期金利は
上昇基調で推移しました。その後、原油
価格低下等に伴う市場のインフレ期待の
低下に加えて、2019年１月下旬に開催さ
れた米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）
で利上げバイアスを示唆する文言が削除
されたことなどから欧米長期金利は低下
しました。また、欧州の景気減速懸念の
高まりなどを背景に欧州中央銀行（ＥＣ
Ｂ）理事会で、主要政策金利の据え置き
期間が長期化されたことや、米中通商問
題に対する懸念が高まったことなども長
期金利の低下要因となりました。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

  為替市況
米ドルとユーロは対円で下落しました。
2018年12月中旬から2019年年初にかけ
ての世界的な株式市場の下落や米中通商
問題による世界経済の減速懸念などを背

景に、投資家のリスクセンチメントが悪
化した局面で、円が主要通貨に対して買
われた結果、米ドルとユーロは対円で下
落しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバラ
ンス ２０型
日本を含む世界の株式・債券を実質的な
主要投資対象とし、アセットアロケー
ションを行うことにより、着実な値上が
り益と安定した収益の獲得をめざして運
用を行います。
各マザーファンドを通じて「日本株式」、
「外国株式」、「日本債券」、「外国債券」

の４つの資産に分散投資を行いました。

基本アセットアロケーションは信託財産
の純資産総額に準じて以下の通りです。
日本株式マザーファンド　13％
外国株式マザーファンド　　7％
日本債券マザーファンド　69％
外国債券マザーファンド　　8％
短期資産　　　　　　　　　3％

国内株式 海外株式 国内債券 海外債券 主な変更要因

期　首 UW UW OW N

2018年10月 N UW－ OW－

米中貿易戦争を巡る先行き不透明感があるものの、内外株
式市況が堅調に推移していることや為替の円安地合いが継
続していることなどから、国内株式を中立スタンスに引き
上げ、海外株式の消極スタンス幅を縮小する一方、国内債
券の積極スタンス幅を縮小

2019年 １ 月 OW＋ UW
株式市況の下落や米国利上げ観測の後退などから円高圧力
の高まりが見込まれることから、海外債券を消極スタンス
に引き下げる一方、国内債券の積極スタンス幅を拡大

５ 月 N OW－
グローバル経済の減速懸念などは残るものの、欧米金融当
局が慎重姿勢を強め、海外株式市況が堅調な展開となって
いることなどから、海外株式を中立スタンスに引き上げる
一方、国内債券の積極スタンス幅を縮小

期　末 N N OW UW

※ 『ＯＷ』は基準の配分比率より多く、『ＵＷ』は基準の配分比率より少ない配分を、『Ｎ』は基準の配分比率を、±記
号は配分比率の増減を示しています。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

  日本株式マザーファンド
中長期的にベンチマークを上回る投資成
果をめざして運用を行いました。
銘柄選択にあたっては、主として企業の
利益成長性に着目するとともに、業績動
向やバリュエーション等の観点で割安と
判断した銘柄を中心に投資しました。
組入銘柄数は概ね76～87銘柄程度で推移
させました。ファンダメンタルズの変化
や新規投資候補銘柄との相対比較などを
勘案し、適宜銘柄の入れ替えを行いまし
た。当期では、第一三共やＧＭＯペイメ
ントゲートウェイなど37銘柄を新規に組
み入れました。また、ＺＯＺＯや東海
カーボンなど35銘柄を全株売却しました。

  外国株式マザーファンド
中長期的にベンチマークを上回る投資成
果をめざして運用を行いました。
配当利回りが高いだけではなく、安定継
続的に配当を維持できる銘柄や質が高く
安定成長が見込まれる銘柄を中心に組み
入れを行いました。外国株式の組入比率
については、期を通じて高位を維持し、
組入銘柄数については、期中において銘
柄入替を実施したことから期首の51銘柄
から期末に53銘柄としました。
銘柄入替については、今後の成長性に対

する確信度が低下したと判断した銘柄な
どを売却し、成長性、キャッシュ創出力
などが評価できる銘柄を購入しました。

  日本債券マザーファンド
ベンチマークを上回る投資成果をめざし
て運用を行いました。
ファンド全体のデュレーション（平均回
収期間や金利感応度）については、2018
年８月上旬から11月中旬にかけてはベン
チマーク対比短め、その他の期間は中立
を基本に調整しました。年限別構成につ
いては、デュレーションをベンチマーク
対比短めとした期間は超長期ゾーンのア
ンダーウェイト、その他の期間は中期
ゾーンのアンダーウェイト・超長期ゾー
ンのオーバーウェイトを基本に調整しま
した。
債券種別構成については、日銀による社
債買入オペや投資家の資金余剰感を背景
とした需給関係から、一般債のスプレッ
ド（国債に対する金利差）は横ばい圏で
推移すると判断し、相対的にスプレッド
妙味のある事業債および円建外債のオー
バーウェイト、スプレッド妙味の乏しい
地方債および政府保証債のアンダーウェ
イトを維持しました。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

  外国債券マザーファンド
わが国を除く世界主要国の公社債を主要
投資対象とし、ベンチマークを中長期的
に上回る投資成果をめざして運用を行い
ました。期を通じて債券の組入比率は高
位に維持しました。
欧米の債券デュレーションは、ベンチ
マーク比中立付近でコントロールしまし
た。
欧州において、スペインの景気・金融両
面の安定から周辺国国債のドイツ国債に
対するスプレッド（利回り格差）が縮小
すると判断し、期を通じて、スペインを
ベンチマーク比オーバーウェイトとする
一方、フランスをアンダーウェイトとし
ました。また、2019年３月以降、イタリ
アの政治的な不透明感が後退したと判断

し、イタリアをベンチマーク比中立から
オーバーウェイトに、ドイツを同オー
バーウェイトからアンダーウェイトに変
更しました。
カントリーアロケーション戦略について
は、期を通じて、流動性や取引コストな
どを勘案し、シンガポールドルやス
ウェーデンクローネなどをベンチマーク
比アンダーウェイトとした一方、米ドル、
ユーロ、カナダドルなどを機動的にコン
トロールすることで比率を調整しました。
南アフリカランドは2018年11月から
2019年７月にかけてベンチマーク比アン
ダーウェイトとしていましたが、期末に
かけて格下げリスクの後退などから中立
に変更しました。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

当該投資信託のベンチマークとの差異について

当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第18期
2018年７月24日～2019年７月22日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 4,265

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバラ
ンス ２０型
今後とも、経済シナリオに基づいてアロ
ケーションを行ってまいります。シナリ
オ変更の際には、機動的に対応を行って
まいります。

  日本株式マザーファンド
株式の組入比率は、運用の基本方針にし
たがい、引き続き高水準を維持する方針
です。
企業の収益性、成長性、安定性などに着
目し、ボトム・アップ・アプローチによ
り、厳選した銘柄への投資を引き続き行
います。銘柄選定にあたっては、（1）新し
い技術開発、（2）新興国向け事業の競争力、
（3）企業買収や事業売却および戦略的投資
の動向、などに注目しています。株価変
動によるバリュエーションの水準、中長
期的な成長性や事業リスク、流動性など
を考慮しながら組入比率の調整や新規銘
柄への入れ替えを検討していく方針です。
国内株式市況は、中期的には堅調に推移
すると予想しています。米中通商協議は
継続すると考えますが、短期的に状況が
打開されるかは不透明感が否めません。
一方で中国は2020年が所得倍増計画の最
終年、2021年が共産党創立100周年の節
目の年になり、米国も2020年は大統領選

挙が控えていることなどから、両国とも
景気失速を避ける対策を実施すると考え
ます。また日本の内需については、賃金
上昇、雇用拡大により雇用者所得が増加
基調にあることに加えて、2019年９月か
らのラグビーワールドカップ、2020年７
月からの東京五輪を控えて、訪日外国人
数とインバウンド消費の拡大が期待され
ます。この様な背景から、2019年度の企
業業績は堅調に推移すると想定し、綿密
に企業業績を確認しながら銘柄選択を
行っていく方針です。

  外国株式マザーファンド
株式市況は、米中関係の影響が意識され
るものの、堅調に推移すると予想してい
ます。一方で、景気や企業業績が良好で
ある場合でも、経済成長への不透明感な
どから短期的にボラティリティが高まる
可能性があるとみています。
配当利回りが高いだけではなく、安定継
続的に配当を維持できる銘柄や質が高く
安定成長が見込まれる銘柄を中心に投資
していく方針です。健全な財務体質や持
続可能なビジネスモデル、積極的な配当
政策などの観点から銘柄を選択し、業種、
地域にとらわれることなく投資機会を最
大限に活かして投資していく方針です。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

  日本債券マザーファンド
安定した利子収益確保をめざし、債券組
入比率は引き続き高位を維持する方針で
す。
ファンド全体のデュレーションは、当面
ベンチマーク対比中立を基本に機動的に
リスク度合いを調整する方針です。
債券種別構成については、事業債および
円建外債をベンチマーク対比多めの保有
を維持する方針です。

  外国債券マザーファンド
各国の金融政策や景気動向など長期金利
へ与える影響を考慮し、デュレーション
などのコントロールを行います。債券の
組入比率は、高位を維持し、信用力の高
い国債中心に組み入れを維持する方針で
す。一方、カントリーアロケーションに
ついては、各国の経済状況や金融政策の
方向性を重視し、環境見通しの変化に対
応してポジション操作を実施する方針で
す。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

2018年７月24日～2019年７月22日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 168 1.186 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 88) (0.625) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 70) (0.496) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (  9) (0.065) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 3  0.020  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (  3) (0.020) 

(ｃ)有価証券取引税 0  0.002  (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (  0) (0.002) 

(ｄ)そ の 他 費 用 2  0.016  (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (  2) (0.012) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (  1) (0.004) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (  0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 173  1.224  

期中の平均基準価額は、14,126円です。

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.21％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（販売会社）
0.50％

運用管理費用（投信会社）
0.63％

総経費率
1.21％

その他費用
0.02％

運用管理費用（受託会社）
0.06％

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

○売買及び取引の状況 (2018年７月24日～2019年７月22日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本株式マザーファンド 9,051 28,176 6,785 21,326 

日本債券マザーファンド 30,489 45,027 48,891 71,966 
外国株式マザーファンド 5,615 13,475 3,579 8,479 
外国債券マザーファンド 2,194 4,562 6,741 13,762 

 
 
 

○株式売買比率 (2018年７月24日～2019年７月22日) 

 

項 目 
当 期 

日本株式マザーファンド 外国株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 7,671,516千円 4,469,266千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 3,896,754千円 8,736,517千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.96   0.51   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年７月24日～2019年７月22日) 

 

＜三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本株式マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 3,448 1,148 33.3 4,223 923 21.9 

平均保有割合 1.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

＜日本債券マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 3,640 738 20.3 3,857 880 22.8 

平均保有割合 3.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

（注） 公社債には現先などによるものを含みません。 

 

＜外国株式マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 3,322 344 10.4 2,991 156 5.2 

平均保有割合 0.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜外国債券マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 47 8 17.0 151 12 7.9 

平均保有割合 8.9%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜日本株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 52 24 71 

 
 
 

＜日本債券マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
公社債 200 － 404 

 
 
 

  

利害関係人の発行する有価証券等 



品 名：03_90003_928284_018_02_三菱ＵＦＪ  ＜ＤＣ＞グローバルバランス  ２０型_780831.docx 

日 時：2019/9/3 12:34:00 

ページ：16 
 

― 16 ― 

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

 

＜日本債券マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
公社債 900 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 73千円 
うち利害関係人への支払額（B） 18千円 

（B）／（A） 25.6％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、三菱ＵＦＪリース、ア
コム、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2019年７月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本株式マザーファンド 13,399 15,665 47,276 

日本債券マザーファンド 190,121 171,719 258,798 

外国株式マザーファンド 8,339 10,374 25,499 

外国債券マザーファンド 14,868 10,321 21,903 
 
 
 

  

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

○投資信託財産の構成 (2019年７月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本株式マザーファンド 47,276 12.9 

日本債券マザーファンド 258,798 70.6 

外国株式マザーファンド 25,499 7.0 

外国債券マザーファンド 21,903 6.0 

コール・ローン等、その他 12,993 3.5 

投資信託財産総額 366,469 100.0 
 

（注） 外国株式マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（9,399,867千円）の投資信託財産総額（9,608,464千円）に対する比率

は97.8％です。 

（注） 外国債券マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（246,106千円）の投資信託財産総額（246,711千円）に対する比率は99.8％

です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝107.98円 １カナダドル＝82.63円 １メキシコペソ＝5.68円 １ユーロ＝121.07円 

１イギリスポンド＝135.01円 １スイスフラン＝109.79円 １スウェーデンクローネ＝11.50円 １ノルウェークローネ＝12.59円 

１デンマーククローネ＝16.22円 １ポーランドズロチ＝28.47円 １オーストラリアドル＝76.01円 １香港ドル＝13.84円 

１シンガポールドル＝79.33円 １ニュー台湾ドル＝3.48円 １インドルピー＝1.58円 １南アフリカランド＝7.74円 

 

 



品 名：03_90003_928284_018_02_三菱ＵＦＪ  ＜ＤＣ＞グローバルバランス  ２０型_780831.docx 

日 時：2019/9/3 12:34:00 

ページ：18 
 

― 18 ― 

三菱ＵＦＪ ＜ＤＣ＞グローバルバランス ２０型

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年７月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 366,469,244   

 コール・ローン等 12,975,180   

 日本株式マザーファンド(評価額) 47,276,187   

 日本債券マザーファンド(評価額) 258,798,166   

 外国株式マザーファンド(評価額) 25,499,321   

 外国債券マザーファンド(評価額) 21,903,129   

 未収入金 17,261   

(B) 負債 2,362,068   

 未払解約金 223,265   

 未払信託報酬 2,131,834   

 未払利息 25   

 その他未払費用 6,944   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 364,107,176   

 元本 255,233,729   

 次期繰越損益金 108,873,447   

(D) 受益権総口数 255,233,729口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,266円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 270,144,459円 

期中追加設定元本額 53,516,806円 

期中一部解約元本額 68,427,536円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.4266円です。 
 

○損益の状況 (2018年７月24日～2019年７月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      6,495   

 受取利息 10   

 支払利息 △      6,505   

(B) 有価証券売買損益 4,209,597   

 売買益 10,445,135   

 売買損 △  6,235,538   

(C) 信託報酬等 △  4,394,494   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △    191,392   

(E) 前期繰越損益金 22,199,638   

(F) 追加信託差損益金 86,865,201   

 (配当等相当額) (   85,033,144)  

 (売買損益相当額) (    1,832,057)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 108,873,447   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 108,873,447   

 追加信託差損益金 86,865,201   

 (配当等相当額) (   85,090,594)  

 (売買損益相当額) (    1,774,607)  

 分配準備積立金 22,199,638   

 繰越損益金 △    191,392   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2018年７月24日～ 
2019年７月22日 

費用控除後の配当等収益額 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 86,673,809円 

分配準備積立金額 22,199,638円 

当ファンドの分配対象収益額 108,873,447円 

１万口当たり収益分配対象額 4,265円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

③「外国株式マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、親投資信託の純

資産総額に親投資信託の受益権総口数に占める当投資信託に属する受益権口数の割合に乗じて得た額に対し年10,000分の45の率を乗じて

得た額を委託者報酬の中から支弁しております。 

 
＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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